
十
一
月
十
二
日
、
佐
野

市
「
あ
く
と
プ
ラ
ザ
」
で

第
三
十
七
回
ダ
ン
プ
支
部

定
期
大
会
を
組
合
員
七
十

一
人
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。

工
藤
委
員
長
は
あ
い
さ

つ
の
な
か
で
「
砕
石
業
界

で
は
異
常
事
態
が
続
い
て

い
る
。
工
場
で
製
品
（
石

灰
石
二
〇-

〇
五
）
を
積

む
た
め
連
日
長
時
間
待
機

を
強
い
ら
れ
て
い
る
」
と

製
品
の
供
給
不
足
に
よ
り

稼
働
率
が
下
が
り
減
収
と

睡
眠
不
足
を
強
い
ら
れ
て

い
る
実
態
を
訴
え
ま
し
た
。

今
後
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
需

要
等
に
よ
り
、
一
層
こ
の

よ
う
な
状
況
が
悪
化
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
業
界
で

担
い
手
の
育
成
な
ど
到
底

不
可
能
で
す
。

運
動
方
針
で
は
、
単
価
、

過
積
載
問
題
な
ど
、
い
ま

こ
そ
業
界
全
体
で
取
り
組

む
必
要
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
た
め
に
も
、
組
合

員
を
増
や
し
組
織
を
大
き

く
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

大
会
議
案
で
は
、
一
〇

年
間
の
組
合
員
数
の
推
移

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
で
ダ
ン
プ
を
所
有

す
る
代
車
が
減
少
す
る
な

か
で
、
事
業
所
単
位
で
の

組
織
化
を
追
求
し
た
結
果
、

六
年
連
続
で
組
合
員
数
は

増
え
て
い
ま
す
。

困
難
で
は
あ
っ
て
も
、

変
化
に
対
応
し
た
取
組
み

を
追
求
す
る
こ
と
の
重
要

性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
一
月
か
ら
組

合
専
従
者
に
な
っ
た
内
田

秀
行
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

十
一
月
十
二
日
、
宇
都

宮
市
城
址
公
園
で
「
さ
よ

な
ら
原
発
集
会
」
が
開
催

さ
れ
、
ダ
ン
プ
支
部
か
ら

十
一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

六
月
に
開
催
さ
れ
た
全

国
ダ
ン
プ
交
流
集
会
の
帰

路
、
福
島
第
一
原
発
事
故

の
被
災
地
を
視
察
、
参
加

し
た
石
川
副
委
員
長
は
「

六
年
た
っ
て
も
復
興
し
て

い
な
い
。
原
発
事
故
の
深

刻
さ
を
実
感
し
た
。
忘
れ

て
は
い
け
な
い
」
と
語
り
、

宇
都
宮
駅
ま
で
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
し
た
。
。
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新しい役員、分会も紹介されました。 活動報告、運動方針を聞く参加した組合員

首
都
高
で
の
ダ
ン
プ
な
ど
大
型
車

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
一
日
午
前
四
時
こ
ろ
、

中
央
環
状
線
を
走
行
中
の
ダ
ン
プ
が

側
面
に
衝
突
し
横
転
し
ま
し
た
。

ダ
ン
プ
は
側
壁
を
乗
り
越
え
る
形

で
停
車
し
、
積
荷
の
土
砂
が
下
の
一

般
道
に
ま
で
散
乱
、
運
転
し
て
い
た

五
〇
代
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。

全
国
ダ
ン
プ
部
会
で
は
一
〇
月
二

十
六
日
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

施
設
発
注
者
で
あ
る
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
に
た
い
し
て
、
首
都

高
を
走
る
新
国
立
競
技
場
建
設
現
場

か
ら
の
残
土
搬
出
ダ
ン
プ
の
過
積
載

や
危
険
運
行
に
つ
い
て
、
元
請
責
任

を
指
摘
し
調
査
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

い
つ
市
民
を
巻
き
込
む
大
惨
事
が

起
き
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

集会には県内各地から1700人が参加。しかし事故の記憶が風化しつつ

ある現実も。原発推進勢力は国民の「忘却力」に期待しています

マスコミは安倍政権の「森友・加計疑惑」より、トランプ大統領との「ゴルフ・鉄板焼き（ついでに娘のファッション）」のほうが重要なようです。


